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は じ め に
【学校林とは】

○明治時代に、森林の造成を通じ、青少年の林業教育、学校の基本

財産の造成を目的に設定されました。

○平成１８年度時点で、全国の小学校、中学校、高等学校のうち３，

０５７校において、約２万ヘクタールが設定されています。

○学校林活動は、木材価格の低迷等による林業不振や学校カリキュ

ラムの見直しにより停滞していました。

○最近になって、総合的な学習の時間の導入により、環境学習の場と

して、学校林活動が見直されつつあります。しかしながら、全体から

みると活動は各校単独での取組にとどまり、地域的な広がりに欠け

ているのが現状です。

○学校林活動を多くの学校に広げ、継続的に展開していくためには、

学校同士の横のネットワークと地域社会、ＮＰＯの支援が課題と考

えられます。

【遊々の森とは】

○総合的な学習の時間などにおいて、学校等による森林環境教育の

推進に寄与することを目的として、平成１５年に創設された制度で

す。森林での学習活動、体験活動に国有林のフィールドを提供しま

す。

○自然観察、昆虫採集などの森林学習のほか、社会や理科、音楽な

どの授業、植林・間伐などの体験林業、ネイチャーゲーム、ツリーハ

ウスなどの森林の遊びの場として、継続的な利用が可能です。

○平成１８年度末現在、全国で１２７箇所が設定されています。

【全国子どもサミットの目的】

○「学校林・遊々の森」全国子どもサミットは、学校林活動に取り組む

学校を広げていくことを目的として、学校林活動に積極的に取り組

む小学校１４校が全国から集まり、子ども達の学習・体験活動の発

表と先生方による意見交換を行い、これらの情報の発信を通じて、

学校林や遊々の森での学習・体験活動の輪を全国に広げていこうと

するものです。
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「学校林・遊々の森」全国子どもサミット

プ ロ グ ラ ム

７月３０日

○ 開 会 式 13:00～13:20

司会 加藤 （（財）オイスカ 組織広報課長）

① 主催者あいさつ 皆川芳嗣林野庁次長

② 参加校紹介

○ 参加小学校児童による活動報告発表 13:20～15:30

○ 講演「学校林・遊々の森」 活動の現状と課題 15:40～16:10

講師 東京大学 永田信教授

○ 意見交換会 16:20～1810

子ども達は

○ つみ木広場 15:40～17:10

○ 森の博士 17:10～17:30

７月３１日

○ 高尾山自然観察会 9:15～



発表者：竹脇郁弥、大森隆文

 

先生：八木橋朋暁
北海道幌加内町立

 

朱鞠内小学校

朱鞠内小学校は、北海道の北、旭山動物園から北へおよそ１００Kmのところにあります。

周りは山に囲まれています。学校の周りの国有林で「わんぱくの森」が設定されました。
森林教室を年４回開催しています。今日は年４回の森林教室を季節ごとに紹介します。

「わんぱくの森」春では、まだたく

 

さんの雪が残っている中に鳥が

 

住んでいたのか確かめました。エ

 

サのカスがあって、冬の間に鳥

 

が来ていたようです。
台風や雪で折れかかっている

 

木は危ないので森林管理署の人

 

が伐ってくれました。
曲がっている木に、みんなでぶ

 

らさがりました。地面の雪のやわ

 

らかさは、およそ１５ｃｍ埋まるく

 

らいで、歩くたびに足がめり込み

 

ました。触った感じは少し硬かっ

 

たです。森を降りるときは坂が急

 

で、雪で足が滑りました。まだ木

 

の上には雪が残ってて、手で触

 

ると雪がどさっと落ちてきました。
白樺の樹液も飲みました。白樺

 

の木にドリルで穴を開け、ペット

 

ボトルを用意して樹液をとりまし

 

た。樹液は甘くてポカリスエットに

 

似た味がしました。身体にもいい

 

と森林管理署の人が教えてくれ

 

ました。

「わんぱくの森」夏では、森に入る前に

 

必ず虫除けスプレーをかけます。そし

 

て防虫ネットをかぶります。暑いので

 

すが、虫に刺されるので長袖です。山

 

では特に虫が多いので、このような対

 

策は必ず行います。ハチも多く飛んで

 

いるので気をつけます。山を少しずつ

 

登りながら森林管理署の人が木や花

 

や山道について説明してくれました。

 

花や木だけではなく、昆虫も見られま

 

した。セミ、クワガタ、カブトムシが山に

 

は住んでいます。時には学校の窓に

 

来ることもありました。山の頂上からは

 

朱鞠内のシンボルとも言える日本一の

 

人造湖「朱鞠内湖」が少し見えました。
森林管理署の方が作ってくれたター

 

ザンロープにぶら下がる体験をしまし

 

た。下が斜面になっているので普通の

 

ターザンロープよりスリルを感じました。

 

下山するとブランコが作られていまし

 

た。そこで写真を撮りました。「わんぱく

 

の森」夏の写真を見るたびに防虫ネッ

 

トを思い出します。

「わんぱくの森」秋では、ダンボール

 

紙ねっこんを作りました。ダンボール

 

を六角形に折った４つの周りにシュ

 

レッダーにかけた紙を入れます。そし

 

て土を入れてドングリを埋めます。水

 

にドングリをたくさん入れて沈むもの

 

を選びます。学校の前で全員のを作

 

りました。そして容器を持って山へ登

 

りました。森林管理署の方が草を

 

刈ってくれた所に３個ずつまとめて置

 

きました。年が明けてどんな芽を出す

 

のかとても楽しみにしていました。

 

行ってみると全部動物に食べられて

 

ました。とても残念でした。また今年も

 

チャレンジするので今年こそは成功

 

することを願っています。
木の下には木の葉やドングリがたく

 

さん落ちていました。みんなたくさん

 

拾っていました。大きなベニテングダ

 

ケというキノコが見られることもありま

 

す。森には子供や赤ちゃんのドングリ

 

の木がたくさん見られます。ドングリ

 

は落ちると自然に育つそうです。とて

 

も大きくなるには、たくさんの年月が

 

必要となるそうです。

「わんぱくの森」冬では、雪の上を歩く時は雪が柔ら

 

かいので長靴が雪にめりこみます。冬の雪は春の

 

雪と比べてとても柔らかいのです。膝まで埋まってし

 

まいます。カンジキを履くと長靴よりも足の面積が広

 

いため、その分圧力が分散されて雪に埋もれにくく

 

なります。冬の森に入る時は、足にはカンジキ、手に

 

はストックを持ちます。ストックがないと斜面で力を加

 

えられないのです。服装も完全に冬の服装です。
ナタという道具で木に巻きついたツルを伐る体験を

 

しました。ナタはとても重く重量感がありました。みん

 

なもナタを持ってツルを伐っていました。とても貴重

 

な体験がみんなできました。
森を降りる時は、ストックを持ちカンジキを履いてい

 

るので坂を滑ることができます。みんな楽しそうに滑

 

りながら降りて行きます。冬は特に寒い中で行われ

 

ますので、他の季節より体力を使います。寒い中で

 

厚着をしていますので汗は結構かきます。冬の教室

 

が終わってからの給食は特に暖かく感じられました。

- 3 -



北海道蘭越町立

 

三和小学校
発表者：岡崎暉生、木村桃子
先生：森川信弘

私たちの学校は、北海道の南西部エゾ富士と言われている羊蹄山やニセコ

 

の近くにあります。蘭越町は米と温泉が有名な町で、清流日本一の尻別川が

 

流れています。全校児童は１０名の小さな学校ですが、みんな仲良く学校生

 

活を送っています。

学校から学校林までの道のり
立木を利用した小屋作り

みんなで協力して、

木を削り、板を打ち

付けて完成！

学校林は昭和４２年、今から４０年前に整備されま

 

した。その時に植林されたトドマツ４０００本、ヤチ

 

ダモ４００本は今でも立派に成長しています。学校

 

から歩いて５分の所にあり、春はウドやタラノメなど

 

の山菜、夏はセミやクワガタなどの昆虫、秋はキノ

 

コと四季を通じて親しんでいます。
学校林での学習を本格的に始めたのは５年前で

 

す。当時の高学年１０人が、みんなが食事が出来

 

る小屋を作りました。３年前からは尻別森づくりセ

 

ンターの方が森林教室を年３回開いてくれます。森

 

林教室ではキノコ探しや森の働きなどを丁寧に教

 

えてくれます。昨年は間伐について学びました。

学校林は植林してから手入

 

れがされていませんでした。

 

混み合っていて風通しも悪く、

 

日光が地面まで届かず、下

 

草も生えない状態でした。森

 

づくりセンターの方のアドバ

 

イスを聞いて間伐をすること

 

にし、、間伐する木を選ぶこ

 

とから始めました。傷ついた

 

木、細い木、曲がった木など

 

を選びました。
木を伐る体験もしました。

 

直径２０ｃｍ位の木を伐るだ

 

けで３０分以上もかかります。

 

昔の人はこんな作業をしてい

 

たんだと考えると、とてもすご

 

いと思いました。

学校林に小屋をつくったよ！
間伐する木を選んで切る

のこぎりで
実際に木を
きってみま
した。

間伐する

木の選定

間伐したトドマツを炭焼きがまに
運びました

トドマツの原木

原木を炭焼き

がまに運びます

間伐した木を地域の炭焼き名人に

 

お願いして全校で力を合わせて原

 

木を炭焼き作りをしました。伐ってか

 

ら日がたってないトドマツの木は水

 

分が抜けてなくて、とても重かったで

 

すが、みんなで力を合わせて炭焼き

 

釜まで運びました。夏休みに火入れ

 

に参加して、火の神様にお祈りをし

 

ました。炭にするまでに約１週間も

 

かかりました。３０本のトドマツの原

 

木から８０袋の炭ができました。そ

 

の炭で食べた焼肉はとても美味し

 

かったです。学校や地域の行事など

 

でも私たちが作った炭が活躍してい

 

ます。
火入れ式

炭焼きがまからできた炭を運び出しました。

学校林に見ら
れるキノコ

木工クラフトに挑戦しました！

秋にはキノコ探しをしました。森づく

 

りセンターの方と一緒に学校林の中

 

で色んなキノコを見つけました。ナラ

 

タケやシメジなど北海道を代表する

 

キノコがたくさん見つかりました。
冬には間伐材を利用した木工クラ

 

フトに挑戦しました。トドマツ、シラカ

 

バ、ミズナラなどの木を乾燥させて

 

ウサギやフクロウなどの動物を作り

 

ました。間伐材は捨てるところがな

 

いくらい利用する方法があることを

 

知りました。

森林教室で、遊歩道
を決める作業中

笹やぶの中を進むぼくたち

全体で１ｈａ位ある学校林ですが、今まで使っ

 

ていたところは、道路から見える部分のみでし

 

た。奥は北海道特有のササヤブが生い茂り、

 

とても中へ入って行けませんでした。今年はそ

 

の奥に入っていくために遊歩道を作りました。ミ

 

ズナラやシラカバ、イタヤカエデ、ホオノキなど

 

の大木が樹生している学校林。私たちは遊歩

 

道作りをとおして森が持っている様々なことを

 

学習しました。遊歩道作りは、２ｍあるササヤ

 

ブに分け入りましたが、ササに足を取られて思

 

うように進めませんでした。その遊歩道にチッ

 

プを敷いて歩きやすくすることにしました。

チップ工場の見学

森林組合の協力で間伐材をチップ
にしました。
チップ工場を見学しましたが、丸太
が大きなカッターに吸い込まれて次
々にチップになって出てくるところは
迫力がありました。
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森林教室で枝打ちの仕方を体験しました。

実際にやってみたら
意外とできました。

枝打ちの仕方を森づくりセンターの人に教わりました。

学校林では枝打ちも経験しました。
真っ直ぐな良い木が育つための作業だそうです。
始めは慣れなくて難しかったけど、だんだん慣れてきて
大きな枝もあっという間に伐る事ができました。

森林組合の方々の協力でチップに変身！

チップをしいて、遊歩道を
きれいにしています。

山盛りになったトドマツチップ

遊歩道にチップを巻く作業はとても大変でした。
買い物カゴで運んだのですが、森の中は歩きにくくて
転びそうになりました。
みんな頑張って遊歩道にチップを敷き詰めました。
全体で２５０ｍ位ある遊歩道の１００ｍは完成しました。

この道が・・ こうなりました！

学校林は私たちが学習する場として更によりよくするように、
私たちはもちろん、地域の方々にも知恵を出してもらって整
備しているところです。

僕たちの学校林活動は続く・・

- 5 -



岩手県釜石市立

 

橋野小学校
発表者：和田重道、菊池のどか、小笠原怜
先生：今西智教

私たちの学校は、東北地方の岩手県釜石市にあります。
釜石市では昔、鉄の生産が盛んにおこなわれていました。
橋野町には、現在残っているものでは最も古い、鉄の洋式
高炉があります。

人口は５６８人で、面積は１０７４９ha
あります。面積の約８０％が森林で、
約１３％が牧場、約５％が原野や川の
緑豊かなところです。

橋野小学校は全校で８名の小学校です。
今年創立１３１年目で歴史のある学校です。
みんな仲良しで、人数は少ないのですが、
１人１人がとても頑張っています。

私たちは、今まで植樹など、森林を守
るための活動に力を入れてきました。
植樹・下草刈りは昭和３３年から始まり
ました。場所は橋野町にある和山とい

 

う所で車で２０分位の所にあります。

植樹した木が成長すると、山が水を蓄えることができ、
川に栄養のある水が流れ海に届きます。また、鳥や虫
たちの住みかにもなり、生き物が住みやすい環境を作
ることができます。現在では、生き物の住み家になりや
すいミズナラを植えています。１年生の時に１人１人が
自分の木を植えて、成長の記録も観察します。今まで
植えた本数は約２６０００本になります。また、去年まで
は下草刈りをしていました。下草刈りとは、木が成長し
やすいように、根元に生えている雑草などを刈り取る作
業です。植樹が終わると総会を行います。森林愛護少
年団の新しい決まりを作ったり、活動について話し合う
会です。全ての活動が終わると、みんなでお弁当を食
べます。お母さん方に作っていただいた肉汁もいただ
きます。一生懸命働いた後の食事はとてもおいしいし、
みんなで食べると楽しい気分にもなります。

緑化推進運動

植樹は、学校行事のほかに、緑化推進運動でも行いました。
岩手県内から、環境を守るために取り組んでいる小学校が
４校集まって、和山でミズナラとコナラを６００本植えました。
海岸でクロマツを植えたこともあります。森林を守るための
活動が岩手県内に広がっていることが分かり、うれしく思い
ました。

クリーン作戦

森をきれいにし、地域の環境を良くするためにクリー

 

ン作戦も取り組んでいます。
クリーン作戦では、小学校周辺の道路のゴミ拾いを

 

しました。年々ゴミが減り続けています。
ぼくたちの活動を見て、ゴミを捨てる人が少なくなっ

 

ているのだと思うとうれしいです。

毎年４月には緑の募金も行っています。
今年は釜石市内のホームセンターで行いました。
たくさんの人に募金していただきました。集まった
お金は１０４９１円でした。ぼくたちの集めたお金が、
自然のために役立つのだと思うとやりがいを感じます。

- 6 -



次に、箱崎小学校との交流について紹介します。
箱崎小学校は昨年度をもって統合のため閉校と
なりましが、これまで海岸清掃など、海を守る活
動に取り組んでいました。箱崎小学校と橋野小学
校は、鵜住居川という川を通してつながっていま
す。橋野の森林から流れる水が、鵜住居川を流
れ、箱崎に送られて、海の生き物をはぐくんでいま
す。ぼくたちが森林を守り、箱崎小学校のみんな
が海を守ることで、多くの生き物や環境を守ること
ができます。交流会では、おたがいの活動を発表
しあったり、スポーツをしたりして交流しました。

私たちは、沢桧川に魚を放流もして

 

きました。放流する魚はカジカやヤ

 

マメです。以前は鵜住居川でサケの

 

放流もしたことがあります。水生生

 

物調査も行い、川の水質も調べて

 

います。生き物が住める川にするた

 

めに森林は大切な役割をしている

 

ので、これからも植樹などの活動を

 

続けていきます。

【成果】
森林が多くなった
ゴミが減った
環境に気をつけるひとが増えた

【課題】
卒業すると木の世話や生長を記録出来ない
川を汚さない
人数が減ってきている

私たちは今まで２６０００本以上植樹して、クリーン作戦では、昔はトラック２台分のゴミがありましたが、今年はゴミ

 

袋２つ分でした。
ゴミが減ってきたと思います。私たちの活動で環境を守ることに気をつける人が増えたと思います。これからは植

 

樹してきた森林から流れる水を、生活排水で汚さないようにしていくことが大事だと思います。
これからも頑張りながら、卒業した人たちの木もお世話したり、成長を記録していきたいと思います。
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未来へつなげよう

杉の子隊活動
秋田県湯沢市立

 

秋ノ宮小学校

発表者：佐藤はるな、菅めぐみ
先生：柴田正勝

未来へつなげよう杉の子隊活動！
私たちの住んでいる秋ノ宮は、緑・水・風すべてが私たちに優しく語りかけてくれるような所です。
私たち秋小杉の子隊は、豊かな自然の中で森林活動をはじめ様々な活動を行っています。

秋の森林教室では、ブ

 

ナ林を訪れ、森の案内

 

人さんに樹木や川、々

 

な植物について説明し

 

ていただきました。足元

 

に広がるフカフカした地

 

面は落ち葉が積み重

 

なってできたものです。

 

葉が雨を集め、太い幹

 

を伝わり、地面が雨水

 

を蓄えるのだそうです。

サルナシ

ダケカンバ サルナシはキューイフルーツの原種です。実は小

 

さいけれど割ると黄緑色で味はキューイそのもの

 

でした。ダケカンバはお盆のときに迎え火として皮

 

を剥いで燃やすそうです。ダケカンバはツルがから

 

まってしまうとそこだけ育たなくなってしまうそうです。

除伐体験 除伐体験もしました。せっかく育った木を伐っ

 

てしまうのは可愛そうな気がしましたが、除伐

 

しないと弱々しく育ってしまうそうです。いっぱ
い太陽の恵を受けて大きく育ってほしいと思

 

いました。

川に沿って山道を歩くと、い
くつか橋があります。
ときめき橋、夢と希望の橋、
大岩橋、杉の子橋、これは私たち
の先輩が命名したのだそうです。
そして昨年秋に新たに「そよ風橋」
が加わりました。

カンキョウ橋

秋の森林教室

私たちは２年前、秋の森林教室で
ブナの実を拾ってきて育てたところ今ではこのくらいまで
に大きくなりました。今年の秋の森林教室では、この小さ
なブナを森に返し緑を増やしていきたいと考えています。

２年前

現在

私たち杉の子隊は森林活動
の他にも様々な活動を行って
います。２・３年生はヤマメの
稚魚を近くの役内川に放流し
てきました。昨年、男鹿市漁
業協同組合さんからヤマメの
卵をいただき育て、観察した
のです。これからも、ヤマメは
住める綺麗な役内川にしてい
きたいです。

ヤマメ放流

ゴミのない綺麗な秋ノ宮にしようと
全校でクリーンアップも行っていま
す。毎年活動してきたのでゴミが年
々減ってきているように思います。
これからもゴミのない綺麗な秋ノ宮
にしていきたいです。

クリーンアップ

学校の周りを花一杯にしようとプラ
ンターで花を育てています。
これらは１年生から６年生までの縦
割りグループで活動しています。

プランター栽培

次にナメコ、シイタケの植菌です。ホダ木にド
リルで穴を開ける作業から行いました。収穫
したナメコは缶詰にもしています。

ナメコ・シイタケ植菌

愛光園との交流愛光園との交流

学校の近くにある福祉施設
「愛光園」へ行って交流もして
います。歌を歌ったり車椅子を
押したりプランターの花やナメ
コの缶詰などもプレゼントして
います。

祖父母交流会祖父母交流会

祖父母交流会でも歌を歌ったり
クイズを出したりしました。自分
たちで収穫したナメコや学級菜
園での作物を使ったナメコ汁や
トン汁も楽しみの一つです。

秋田県植樹祭が田沢湖
町で行われ６年生が参加
してきました。秋田県学校
関係緑化コンクールで県知
事賞をいただきました。更
に北海道で行われた全国
植樹祭でも全日本学校緑
化コンクールで準特選をい
ただいてきました。これから
も、この豊かな自然を大切
にしていきたいと思います。
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親子森林教室親子森林教室 １年生による
植樹

親子森林教室では今年も親子で学校林「喜びの山」に登りました。
１年生による杉苗の植樹では６人の１年生が「丈夫に大きく育ってね」
とお父さんお母さん方と一緒に植えました。

下刈り

雪おこし

２年生以上は下刈りや雪起こしでカマを使って杉の木が大きく

 

育つように周りの草を刈っていきます。
また雪によって倒れかけた杉を起こします。

枝打ち体験や杉の木の成長の様子を調べました。
枝打ちは１年生もノコギリを使って挑戦しました。
幹の太さを測ると２４ｃｍでした。ちょうど幹に手を
回したくらいの太さでした。年輪も数えました。
一つ一つゆっくりと数えると４６、つまり４６年かけ
てここまで育ったということです。

私たちは森林教室を題材に詩や作文を書き文集にしています。
喜びの山での思い出をずっと大切にしようと紙芝居を使って紹介
しました。
私たち秋小杉の子隊は自然の恵みを身体全体で感じるとともに、
人とふれあうことの大切さを学んでいます。
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福島県川俣町立

 

山木屋小学校 発表者：大内愛美、菅野優
先生：阿部修一

私たちの山木屋小学校は福島県東部にある阿武隈高地の北部、標高約５６０ｍの地点にあります。
校庭からは富士山をのぞむ事が出来る最北端の山としても知られる華山や葉山などもまじかに見ることができる
自然豊かなところです。

「育てよう森と緑」を合言葉に花を育てる運動や緑の募金活動、
体験農園での栽培活動、登山による自然体験活動、川に関する
自然体験活動、学校林での活動などを行ってきました。

私たちの学校には「第一親子の森」「第二親子の森」「学びの森」
の３つの学校林があります。「第一親子の森」は、昭和５３年から
杉の植樹を行ってきた森で、お父さんお母さんが子供のころに育
てた森です。「第二親子の森」は平成元年にケヤキ１４０本を植樹
したところから始まり、現在も植樹や下草刈りをして、私たちの森
林体験活動の場として活用している森です。

平成２年には杉１００本、平成４年には杉６００本、平成５年には
杉５００本と杉の植樹が多かった森ですが、平成１７年からは広
葉樹の森を作ろうと３年間で約２００本のケヤキの植樹を行って
います。また県北農林事務所の方のご指導の下、伐根作業を体
験し、木の根が大地を抱え込む力の大きさを感じ取ったり、森の
土、校庭の土、畑の土による水の浸透の実験を行って、森林の
持つ保水力や浄化作用について理解を深めたりして、なぜ森林
を育てていくことが大切なのか、体験的に学んでいます。

親子の森という名の通り森林体験活動
の時は地域や保護者の方に広く参加を
呼びかけ、育成会の方の協力を得なが
ら地域ぐるみの活動に広がるように取り
組んでいます。今後はお父さんお母さん
が育てた森「第一親子の森」の方でも除
伐作業など親子で活動できればと考え
ています。

「学びの森」は、私たちの学校
のすぐそばにあるとても身近な

森です。近くにあるため低学年は生活で森を体験し
たり、３年生以上は理科や総合的な学習の時間で自
然観察を行ったりと、様々な形で活用しています。
昨年は緑の少年団交流会でいただいたキノコの苗
床を育て、採れたキノコをキノコ汁にしました。シイ
タケやナメコなどを植菌しているホダ木などもありま
すが、３年前に植菌したものなので今年は３年生が
植菌体験をしてキノコ栽培を継続していきたいと考
えています。また、２年生は「学びの森」に基地を作
ったり、１年生は図工の作品を展示する発表の場と
して活用しています。

２年生が「冬と生き物と友
達になろう」という学習をし
ました。鳥について日本野
鳥の会の方にお話をし、
「学びの森」で観察会を行
ったのです。木をつついた
鳥の跡などに鳥が生息し
ていた痕跡を見つけたり、
実際にシジュウカラを観察
したり、鳥に関心を持つ良
い企画となりました。この
様子はテレビ局が取材に
訪れ全国に放映されまし
た。

「学びの森」を楽しむためのグリーンクラブというクラブ
活動では、「学びの森」の達人を目指し植生図を作成し
たり、山菜やキノコ、木の実などの山の恵を味わったり
して森の持つ魅力をあじわってます。外部講師として
森の案内人の方や地域の自然愛護会の方を招いて専
門的な知識を学び、森のブランコで遊んだり、ハンモッ
クを作ったり、迷路を楽しんだり、クラブの児童からの
情報が校内に広まり「学びの森」への関心が高まってい
ます。２年前に５年生が「学びの森」を整備し、町内の
小学校の５年生を招待し、「学びの森」の案内人となっ
て森の中の様子や植物、森の働きについて紹介しました。

このように学校林での活動は幅広く様々なものがあります。それらの活動をとおして私たちは森に親しみ森の良さを感

 

じてきました。

 

まだまだ山木屋には素晴しい自然がたくさん残っています。これからはずっと自然豊かな山木屋であっ

 

てほしいと思います。
私たちが大人になったときも今の豊かな自然を残していけるよう取り組んでいきたいと思います。
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神奈川県相模原市立

 

広陵小学校
発表者：永吉茜、中村萌、中村琴音、宇美涼花
先生：内藤幹雄

広陵小学校は神奈川県の北部にあり、高尾山がある東京都八王子市のすぐ近くにあります。

 

周りを自然に囲まれた住宅地の真ん中にあります。

学校の両側に林があり、左に自然観察林があります。広陵小学校は今年で
３０周年を迎えます。自然観察林は広陵小学校が出来たときからあったので
すが、だんだん使われなくなってしまい、子供たちの立ち入りが禁止になって
いました。でも、昨年から整備をして、また使おうということになりました。

１月２１日に自然観察林の

 

整備をするので参加してく

 

れるように呼びかけました。

子供も大人もたくさんの人が協力してくれました。
写真は第１回の整備をして綺麗になった自然観察
林と第２回目の整備の様子です。

柵を立てたり道を作ったり
する他に工作をしたりトン汁
を食べたりして楽しみました。

写真は第２回目
の整備が終わっ
た後の自然観察
林です。
道が出来ました。

この写真は綺麗になった観察林で３年生が遊んでいる

 

様子です。

県の森林課の方に来
ていただいて５年生が
森林学習をしました。
実際に観察林へ行き、
木の種類などを教え
てもらいました。

業者の方が安全のために柵を立
てたり枯れた木を伐ってくれたりも
しました。この写真が作っていた
だいた柵がついた道です。
ここから斜面をジグザグに登って
頂上まで行く道を作ってくれました。

今年からは今までは
校内でやっていた６月
大集会というイベント
をせっかくなので観察
林でやろうということに
なりました。
この写真は５年生が
観察林を下見してい
るときの写真です。

これは６月に行った第３回の保全活
動のときの写真です。たくさんの方
々が手伝ってくれました。

これは６月大集会当日の写真です。１・６年生で行いました。

 

ビンゴや宝探しなどをしました。これは５年生と２年生でスタン

 

プラリーをした様子です。この写真はこれからの自然観察林

 

の計画図です。花や木を植えたり遊べるところなども作る予

 

定です。
自然観察林の整備と６月大集会では、大人たちが石を運ん

 

でくれて手伝ってくれました。子供たちも手伝ってササを刈っ

 

たりもしました。１・２年生が作った看板を立ててくれました。こ

 

れは６月大集会の様子です。１・６年生が自然観察林へ入っ

 

ていきます。１・６年生は同じもの探しと宝物探しをしました。１

 

年生が崖を登ってちょっと危なかったです。これは３・４年生の

 

活動です。雨が降っていたけど歩けました。さっき話した業者

 

の人たちが作ってくれたジグザグの道を利用して登っていま

 

す。これは４年生と２年生がスタンプラリーをしているところで

 

す。この６月大集会では自然観察林でたくさん遊ぶことが出

 

来ました。これからは自然観察林の中でミニコンサートを開い

 

たり自由に観察林の中に入って遊べるようにしたいです。
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愛知県新城市立

 

菅守小学校
発表者：加藤あかね、垣内いよな
先生：安藤昭彦

◇愛知県新城市の北のすみ
◇自然がたくさん
◇全校児童２０人（６年‥６人）

菅守小学校

私たちの菅守小学校は、愛知県新城市の北にあり、山に囲まれ、自然がたくさん
ある学校です。
全校児童数は２０名、６年生は６名です。

７年前７年前７年前

（平成１３年度）（平成１３年度）（平成１３年度）

２ヘクタール２ヘクタール２ヘクタール

わくわくたんけん山わくわくたんけん山わくわくたんけん山

炭焼きが炭焼きが炭焼きがままま

→炭焼き体験→炭焼き体験→炭焼き体験

学校林

７年前、学校の裏山のおよそ２

 

ヘクタールを学校林として整備

 

され、「わくわくたんけん山」と名

 

付けられ、５年前に炭焼きガマ

 

も復元され炭焼き体験もしてい

 

ます。

ササユリ ムヨウラン

学校林には、ヒノキやマツ、
コナラなど４０種類以上の木
々が生えており、野鳥が多く
見られ、三百種類以上のキ
ノコやムヨウラン、シャクジョ
ウソウ、ササユリなどの貴重
な植物も見られます。

昨年は５・６年生で野鳥、キノコ、
炭焼きの学習を総合の時間に行
いました。５月に専門家の方をお
迎えして観察会を開きました。
そして３つの課題を見つけ、グル
ープに分かれて野鳥観察をした
り、本やインターネットを使って調
べる学習をしました。

課題の１つ目は、学校林にどんな
鳥がいるかについて２週間観察を
して８種類の野鳥が見つかりまし
た。２つ目は、野鳥の飛び方につ
いて、羽ばたきと羽ばたきの一旦
停止を繰り返しながら飛ぶ、浮き
沈みながら飛ぶなど、野鳥の種類
や飛ぶ目的によって様々な飛び方
をすることが分かりました。３つ目
は、野鳥の巣について、いくつか野
鳥の巣を見つけ、図鑑で調べると、
ヒヨドリの巣でした。これらの結果を
整理し発表会をしました。野鳥の巣
や子育てについての疑問が多く出
されました。

１２月に巣箱を取り外し中を観察しました。卵が残
っていたり、羽毛や木の皮で作った巣が入っていた
りして巣箱を利用したあとがたくさん残っていました。
この観察から、巣をどのように利用するのか、巣箱
を利用した鳥はどんな一年を過ごすのかをグルー
プに分かれて、図鑑やインターネットで調べました。
野鳥によって巣は異なり、巣箱を利用する野鳥は
決まっていることがわかりました。新たに巣箱を作
り、野鳥が利用しそうな場所に巣箱をかけました。
４月には巣箱を工夫して作り、巣箱コンクールにも
出品しました。

キノコの学習は、７月と１０月に１回、９月に２回の合

 

計４回のキノコ観察会を開きました。採集したキノコ

 

を教室で観察したり、１０月にはキノコの専門家をお

 

迎えして行いました。一昨年作ったキノコのＷＥＢ
図鑑に付け加えをしたり、キノコの発生地点を地図

 

に表しました。また、キノコの働きや増え方などを図

 

鑑やインターネットで調べる学習もしました。場所や

 

空気の湿り具合と温度がキノコの発生に関係あるこ

 

とが分かりました。そのほか猛毒をもつキノコが数種

 

類あること、くさいにおいがするキノコ、死んだ虫か

 

ら生えるキノコ、さわると色が変わるキノコ、名前が

 

まだないキノコがたくさんあることなどキノコのふしぎ

 

さに多くの驚きを感じました。また、環境によってもキ

 

ノコがちがうことがわかり、学校林についても調べた

 

り考えたりすることが必要だと思いました。

炭焼きは、一度に約１００㎏の炭ができ
ます。材料は学校林で伐った木や地域
からいただいた木です。竹炭やお花炭な
どの炭も焼いたり木酢液もとっています。

昨年度は、４月に炭焼き体験をした後、炭焼きで不思議に思ったこと

 

を調べ話し合いました。炭はにおいを消す働きがあると知り、学校の
トイレに炭をおきました。３・４年生は初めて炭焼き体験する時に炭焼

 

きの仕方を教えることもしています。パワーポイントを使って炭焼きの

 

やり方の資料を見せて説明し、炭焼きを教えてあげました。

５年生の社会科の「森林資

 

源の活用」の学習でも学校

 

林を使って勉強しました。山

 

にはいろいろな働きがあるこ

 

と。人間のことだけ考えてい

 

ては山が荒れてしまうことが

 

わかりました。

山を守っていくための方法として間伐を教
えてもらい、実際にやってみました。どの
木を伐ったらよいか考えて、伐り方を教え
てもらい、一人一本ずつ伐ってみました。

 

とても大変たし危険であることがわかり、山を守っていくことは

 

大変なことだと感じました。３月には広葉樹（もみじ、はなの

 

き）の植樹をしたり、全校でシイタケ、ナメコ、ヒラタケの菌をう

 

ちました。どうなっていくのか楽しみしています。

これからも山の恵み（山菜や木の実調べや料理）について

 

の学習も進め、野鳥、キノコ、山菜・木の実についての調査・

 

観察活動を続けていきたいと思います。
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学校林を活用した僕たちの活動

～ぼくらのグリさか公園～

長野県富士見町立

 

境小学校
発表者：飯田遼、小林大希
先生：細川賢

私たちは長野県富士見町立境小学校からきました。境小学校は八ヶ岳の麓、
富士見町にあり、遠くに富士山や甲斐駒ヶ岳を望む豊かな自然の中にある全
校児童１１０名の学校です。校庭の続きに約２haの学校林があり、グリーン境

公園（グリさか）と呼んで大事にしています。

学校林で家作りを楽しむ

境小学校には

 

毎週水曜日の３時から

 

「自然に親しむ時間」というのがありま

 

す。全校で校庭や学校林、学校の裏

 

山などに出て、思い思いに境の自然と

 

遊ぶ時間になっています。春の「グリさ

 

か」では、３年生が枝おろしや間伐をし

 

た枝を使って基地作りをして遊んでい

 

ました。男子は長い枝を剣にして戦い

 

ごっこをします。

秋の「グリさか」では、２０分も「グリさか」の中を歩く
と、大きなジコボウがたくさんとれます。春には、タ
ケノコ取りも出来ます。採れたタケノコがタケノコご
飯になって給食に出てきます。みんな楽しみにして
いるメニューです。今年１年生は、学校林の竹を切
って七夕祭りをした後、親子レクレーションで、太い
竹の節を抜いて、流しそうめん会を楽しんだそうで
す。間伐をした竹を使って竹の工作を楽しむことも
あります。

学校林でのきのことり

冬の学校の裏山で

 

す。ソリをして楽しん

 

でいる私たちのクラ

 

スです。学校のすぐ

 

近くに学校林や、地

 

域の山があるので、

 

いつでも遊べるのが

 

自慢です。裏山のそり遊び
４年生の私たちです。「グリさか」で
楽しく遊んできた私たちは「みんな
に楽しんでもらえるグリさかにしよう
」と、取り組んできました。

４年生の時は「グリさか」のベンチ

 

やシカの置物を修理しました。

これはトーテムポールを
作っているところです。
「グリさか」の守り神とし
て、みんなでつくろうとき
めて取り組みました。

お父さん方に協力してもらって
「グリさか」の入り口に立てました。

去年の秋は、私たちばかりで

 

なく、地域の方にも「グリさか」

 

を楽しんでもらおうと、マレット

 

ゴルフのコース作りに取り組

 

みました。
地域の高齢者クラブの皆さん

 

にも協力していただいて、設計

 

図を書き「グリさか」の良さを
いかしながら、手作りのコース

 

を造りました。
落ち葉を片づけたり、砂を運

 

んだり、苦労しましたが、とて

 

も良いコースが出来ました。

コース作り

コース作り
これは親子レクレーションで、お父さんや
お母さんとマレットゴルフを楽しんでいる
ところです。

今年私たちは「グリさか」に、新たに、
ゆっくり休憩したり、リラックスできる
スペースを造ろうと計画しています。

私たちの「グリさか」を、これからも
大切にしていきたいと思います。
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